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第 80 回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日   令和元年 12月 24 日(火) 午前 10：00～11：30 

 

 

２．開 催 場 所   ＣＯＭ倶楽部会議室（箕面市船場東 2-5-47 ＣＯＭ3号館 5階） 

 

 

３．委員の出席   委員総数   6 名 

  

          出席委員   6 名 

 

          出席委員の氏名  稲垣千秋、須貝昭子、桑田政美 

神垣美代香、中川弘佳、智内威雄 

 

          放送事業者側出席氏名  藤井 栄治（取締役統括部長） 

大平麻由美（放送局長兼編成部担当課長） 

                      野間 耕平（編成課員） 

 

 

４．議  題   １）番組 まちゼミ「ラジオ CM をつくろう！」 

         ２）審議 

         ３）その他番組に対する意見 

 

 

５．議事の概要  事務局挨拶の後、稲垣委員長が議長となり審議となる。 

 

６．審 議 内 容 
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１） 番組 

 

（１）事務局より番組説明 

箕面商工会議所が年に 2 回実施している「みのおのまち商学校 まちゼミ」の１

コマとして「ラジオＣＭをつくろう！」という放送と連動させたゼミを企画しまし

た（2月に 2回、8月に 3回）。 

当日は参加者が持参した 20 秒ＣＭのラフ原稿を打合せ段階でブラッシュアップし、

放送の前半では自己紹介やどんなＣＭを作りたいのか、ＰＲしたい活動内容などを

対談形式で引き出していきました。後半では、20秒に仕上げるコツや言葉の強弱な

どをレクチャーしながら、参加者自身がＣＭ原稿を読み上げ、ナレーションを完成

させました。放送後、バックグラウンドの曲をミックスし、１本のＣＭとして完成

させ、翌週の「サタデーワイドフィーバー」内で１カ月放送しました。2 月と 8 月

の実施で、計 8組のＣＭが完成しました。 

「みのおのまち商学校 まちゼミ」は、店主が講師となり、専門的な知識や情報

を無料で学べるもの。14 回目となった８月のゼミでは、34 事業所が 76 講座を展開

し、その数は回を追って増えています。タッキー816 では毎夏、子どもたちのラジ

オＤＪ体験を実施していますが、新たに広く参加でき、新規リスナーや営業にもつ

なげられる可能性があることとして、「ラジオＣＭづくり」を考案しました。普段の

ゲスト番組を活用し、ゼミ期間中は、前半は参加者の活動にスポットをあて、後半

でＣＭづくりに挑戦していくという日頃のリスナーにも違和感のない構成にしまし

た。今年２月のゼミでは、１回の放送で２組を紹介しましたが、８月のゼミでは１

回の放送で１組とし、リスナーにも参加者の活動をより深く知っていただけるよう

改善しました。次回来年の２月にも実施が決まっており、今後、市民活動やお店な

どのＰＲのお手伝いや、営業にも結び付けていきたいと考えています。 

 

 

（２）審 議 

     

委員長：事務局から番組説明がありました。それではさっそく審議をお願いします。 

委員 A：2月と 8月と二回あった中で、2 月の方はじっくり聴かないと、何が目標な

のか最初はよく分からず、最後の CMづくりの場面でようやく理解できた。

その次の 8 月の方は、1 回目の反省を踏まえ、出演を 1 組にしてよりコマ
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ーシャルづくりのポイントをしっかり伝えており、こちらは聴きやすくて

面白かった。いろいろな活動をしている人は、これを聴いたら自分でも CM

づくりをやってみたくなると思う。短い時間でいかに「この店は何を特徴

に売ろうとしているのか」を CMにおとすことは、商店のみならずいろいろ

な活動をしている人にも通じるものがあると思う。とてもラジオらしい、

いい取り組みだった。  

委員Ｂ：2月の方は聴いていて物足りなかったが、8月の書道教室のかたは気合が入

っていて声もはっていて、ラジオ的で良いと思った。 

委員Ｃ：「みのおのまち商学校」の企画は以前から知っていたが、「ラジオ CM をつく

ろう」という講座は知らなかった。個人的にも興味津々で、参加者が最初

に読み上げた原稿は、ただ読んでいるだけという感じだったのが、パーソ

ナリティのアドバイスで、どんどん変わっていき、CMができたときの変わ

りようが凄かった。商売をしているかたにとってもいいアドバイスがたく

さんあったと思う。いろいろな気付きがたくさんあった企画だった。みな

さんが作った 20 秒の CM、作っている過程がとても楽しそうだった。定期

的にお店などに募集をかけたら、もっと面白いものができるのではないか。

自分たちが出演するとなれば宣伝もするだろうから、口コミが一番心強い

と思うので、タッキーの PR にもなるだろう。 

委員Ｄ：完成した CMは、それぞれ個性があり特長があった。一つは営業に役立てる

ということで、まちゼミ 76 講座の紹介もあればいいと思う。もう一つは、

この CM 作り自体が「インフォマーシャル」という手法で、CM づくりをす

ることがそのまま CM になっている。そのため、すごく理解しやすい。通販

番組なんかで、長い説明をするタイプのものがよくあるが、それと同じで

いい番組だと思う。 

委員Ａ：子どもたちのグループが参加したのもすごく良かった。 

委員長：面白い企画。商店だけでなく、個人や団体などにももっと広げていくこと

ができれば、もっと面白くなると思うので、さらに掘り下げていってほし

い。 
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７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

 

   なし 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

 

自社放送 

事務所への備置 

   ホームページ（http://company.minoh.net/） 

 

 

上記事項を明確にするため、この議事録を作成する。 

 

令和元年 12 月 24 日 

 

箕面ＦＭまちそだて株式会社   番組審議会 

http://company.minoh.net/

